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年
後
の
中
野
に
責
任
あ
る
予
算
編
成

１０

自
由
民
主
党
議
員
団

　

我
が
国
の
経
済
は
、
第
２
次
安
倍
政
権
発

足
以
来
緩
や
か
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
。
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、
引
き
続
き
力
強

い
経
済
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
昨
今
の 
混 こん

 
沌 
と
し
た
世
界
経
済
が
日
本
経
済
の
今
後
に

と
ん与

え
る
影
響
は
、
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
国
内
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
東
京
一
極
集
中
と
い
う
理

由
か
ら
地
方
税
の
一
部
国
税
化
が
続
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。　

区
に
と
っ
て
減
収
に 
繋 
が

つ
な

２３

る
も
の
で
あ
り
、
地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
ら

う
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
額
は
１
２
８
３
億

２８

円
余
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
り
特
別

区
税
が
伸
び
た
他
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の

増
を
見
込
み
一
般
財
源
は
増
額
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、「
新
し
い
中
野
を
つ
く
る　
か
年

１０

計
画
」（
第
３
次
）
の
初
年
度
で
す
。　

年
先

１０

の
中
野
の
ま
ち
に
魅
力
を
感
じ
、
暮
ら
し
や

ま
ち
の
豊
か
さ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
予
算

と
し
ま
し
た
。

　

新
規
に
着
工
を
準
備
す
る
区
間
と
し
て
、

社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
に
位
置
付
け
る
野

方
駅
〜
井
荻
駅
間
の
ま
ち
づ
く
り
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
区
内
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
小
中

学
校
の
改
築
等
、
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
計

画
的
に
行
う
と
共
に
、
財
源
の
裏
付
け
に
よ

る
確
か
な
事
業
計
画
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
、
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
与
党
第
一
党

と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

も
区
民
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

区
民
の
声
を
受
け
止
め
応
え
る
区
政
を

民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
予
算
は
前
年
度
比
３
・
３
％

２８

減
の
１
２
８
３
億
１
２
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
個
別
の
施
策
で
は
、
大
規
模
公
園
整

備
な
ど
防
災
ま
ち
づ
く
り
や
災
害
対
策
の
充

実
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
、
習
熟
度
に

応
じ
た
学
習
支
援
の
拡
充
、
南
部
障
害
児
通

所
支
援
施
設
整
備
、
が
ん
検
診
未
受
診
者
へ

の
受
診
勧
奨
の
継
続
、
事
業
系
廃
棄
物
収
集

届
出
制
度
の
導
入
、
保
育
士
処
遇
改
善
や
保

育
施
設
の
増
設
は
評
価
し
ま
す
。

　

生
活
保
護
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
活

保
護
に
至
る
前
の
自
立
支
援
施
策
の
更
な
る

拡
充
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
、
区
内
の
子
ど
も
や
若
者
の

貧
困
の
実
態
把
握
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
や
西
武
新
宿
線

沿
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
は
、
区

民
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
努
力
を
期
待
し

ま
す
。
新
区
役
所
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
公

共
施
設
の
全
体
の
あ
り
方
、
資
金
調
達
の
あ

り
方
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
明
確
に

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
・
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
区
財
政
の
減
収
要
因
も
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後　

年
で

１０

職
員
の
半
数
が
入
れ
替
わ
る
見
込
み
の
中
、

人
事
施
策
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　
　

年
度
は
、
改
定
さ
れ
た
基
本
構
想
・　

２８

１０

か
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
一
年
と
な
り
ま

す
。
人
口
減
少
時
代
、
持
続
可
能
な
中
野
区

政
の
た
め
、
財
源
の
確
保
と
区
民
満
足
の
充

実
が
図
ら
れ
る
区
政
運
営
を
求
め
ま
す
。

将
来
を
見
通
し
た
着
実
な
区
政
運
営
を

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
比

２８

３
・
３
％
減
の
１
２
８
３
億
円
余
と
な
っ
た
。

歳
入
で
は
特
別
区
税
と
地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
法
人
住
民
税

一
部
国
税
化
の
影
響
に
よ
る
税
収
減
、
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
国
策
に
よ
る
区
財
政
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
。
東
京
都
、
特
別
区
間
の

連
携
強
化
を
図
り
、
国
に
対
し
主
張
す
べ
き

は
主
張
し
、
税
外
収
入
の
確
保
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
我
が
会
派
の
求
め
て
き
た
中

野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
拡
充
、
西
武
新
宿

線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
大
規
模
公
園

の
整
備
、
大
和
町
、
弥
生
町
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
商
店
街
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

整
備
、
空
家
対
策
事
業
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
配
置
や
保
育
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
待
機

児
童
対
策
の
充
実
、
学
校
施
設
の
特
別
教
室

冷
房
化
、
ト
イ
レ
洋
式
化
等
の
推
進
、
学
習

支
援
事
業
の
拡
充
、
南
部
障
害
児
通
所
支
援

施
設
開
設
等
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
す
る
。

一
方
、
遅
れ
を
来
た
し
た
中
野
駅
地
区
整
備
、

立
ち
上
げ
を
見
送
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
取

り
組
み
等
の
重
要
な
課
題
に
は
適
切
に
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　

年
度
は
新
た
な
基
本
構
想
に
基
づ
く　

２８

１０

か
年
計
画
第
３
次
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
た

る
。
区
の
転
換
期
と
も
な
る
時
期
を
迎
え
、

　

年
先
を
見
据
え
た
施
設
配
置
の
あ
り
方
や
、

６０少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
新
た
な
行
政
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
の
備
え
は
必
須
で
あ

り
、
慎
重
な
舵
取
り
を
期
待
し
た
い
。

基
金
積
立
と
開
発
偏
重
予
算
か
ら
の
転
換
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は
、
第

一
に
、
前
年
度
に
引
き
続
き
年
度
当
初
に　
９４

億
円
も
の
基
金
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
数
年
余
り
「
財
政
は
厳
し
い
」
と
言
い
な

が
ら
、
基
金
残
高
は
２
０
１
５
年
度
末
に
は

６
０
９
億
円
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

　

第
二
に
、　

億
円
も
の
税
金
を
投
入
し
、

３５

中
野
駅
周
辺
の
大
規
模
開
発
事
業
に
本
格
的

に
乗
り
出
す
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
新
区
役
所
整
備
や
区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ

の
一
体
開
発
な
ど
に
、
人
も
金
も
膨
大
に
支

出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新

体
育
館
や
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
整
備
、
少
年
ス
ポ

ー
ツ
広
場
の
拡
張
等
を
施
す
平
和
の
森
公
園

再
整
備
は
、
区
民
合
意
を
得
ず
に
、
強
引
に

進
め
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

　

第
三
に
、
国
の
失
政
に
よ
り
貧
困
と
格
差

が
拡
大
し
て
い
る
も
と
で
、
区
民
生
活
を
支

え
る
施
策
が
不
十
分
で
あ
る
点
で
す
。
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
と
ガ
ソ
リ
ン
券
の
選
択
制
の
導

入
や
中
学
生
学
習
支
援
事
業
の
拡
大
、
重
症

心
身
障
害
児
（
者
）
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

開
始
な
ど
は
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
基

金
積
立
優
先
と
開
発
偏
重
の
予
算
を
改
め
れ

ば
、
区
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
施
策
の
拡

充
を
一
層
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
待
機

児
童
解
消
の
た
め
の
認
可
保
育
所
の
増
設
や

教
育
負
担
の
軽
減
、
学
校
施
設
整
備
の
拡
充
、

障
害
者
手
当
の
創
設
・
増
額
な
ど
の
願
い
に

も
十
分
に
応
え
ら
れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

区
が
区
民
要
求
を
き
ち
ん
と
反
映
し
た
区

政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

各会各会派派のの見解見解
平成28年度予算に対す平成28年度予算に対するる


